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挨　　　拶
早稲田大学 常任理事 商学学術院教授　大　塚　宗　春
　ただいまご紹介にあずかりました大塚宗春です。本日はご多忙のところ、多くの方にお集まりい
ただきまして、ありがとうございます。大変うれしく思っております。早稲田大学を代表しまして
一言ご挨拶を申し上げます。
　本日は「あらためて問う、英語と企業のグローバル化」というテーマで、葛城崇先生、寺内一先
生、篠田義明先生、阿部俊光先生、後藤将史先生をお迎えしまして、ご講演、シンポジウムを行っ
ていただきます。特に篠田義明先生には、私の商学部時代からいろいろとお世話をいただきまして、
非常に緊張しております。先生のようにお忙しい方にお越しいただき、誠にありがとうございます。
　この時間をかりまして、早稲田大学について少しお話をさせていただきたいと思います。早稲田
大学は「Waseda Next 125」ということで、125周年をきっかけにしまして、グローバル化と国際
化をテーマとしてずっとやってきております。その一つとして、留学生を積極的に受け入れ、留学
生の数は今4,200人近くとなっています。恐らく日本の大学の中では留学生の数が一番多い大学だ
と思います。また、その半分ぐらいですが、2,100人ぐらいの日本の学生が短期も含めて海外に出
ていって勉強している状況です。
　更に中野駅のすぐ近くに学生寮を建設中です。中野の学生寮は約900人規模の学生寮で、これは
単なる学生寮ではなくて、教育の場として位置づけています。ここは基本的には留学生と日本人学
生を半数ずつに入寮してもらい、日常的な生活からお互いを刺激してもらうというコンセプトで行
います。
　基本的には４人１組をブロックとし、それぞれベッドルームがあり、その４人のために４人が共
同に使うスペースを置く。共同のスペースにはダイニングルームのようなものがある、そういうコ
ンセプトで2014年４月にオープンするということで、今進めています。こういうことで、国際化の
流れをさらに進めていきたいと考えているところです。
　また早稲田大学の中では、英語だけで卒業できるというプログラムがあちらこちらでできていま
す。政治経済学部、理工学部、社会科学部で、英語だけで、日本語の授業を一切とらなくても早稲
田大学の卒業生になれるというプログラムです。そういう意味で、早稲田大学の中で今英語は非常
にポピュラーになってきている。そういう中で「あらためて問う、英語と企業のグローバル化」と
いうテーマでどのようなことが議論されるのか非常に興味津々と思っています。
　さらに早稲田大学は、今年創立130年です。今生まれた子供が成長して早稲田大学に入るとき、
早稲田大学は言ってみればどういう大学でありたいか、そのために今のわれわれとしてなすべきも
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のは何なのか、このようなコンセプトで、「Waseda Vision 150」を立ち上げて、近々11月ごろにそ
の内容を発表するという段取りでいます。
　その中で基本的にはグローバルリーダーとして活躍できる人材を育てるというのが大きな柱の一
つになっています。言語として英語は当たり前、多言語化というフレーズを置いて展開しています。
そういう意味で、そういったわれわれの考え方を、きょうの先生方はどのように捉えるのかという
ことを実はいろいろとお聞きしたいところもあります。
　いろいろな意味で、これから英語と企業のグローバル化がどうあるべきか、あらためて問うとい
うテーマは、時宜に適したトピックであろうと思います。きょうご参集の皆さんが、本日のフォー
ラムを通じていろいろなことをお考えになって、また新たな知見を得られることを私は大いに期待
をしています。また、シンポジウムの中でも恐らく質問コーナーもあると思いますので、積極的に
議論に参加していただければと思っております。
　大変簡単ですけれども、私の挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。
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